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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 39,551 2.3 △77 ― 957 △15.9 598 91.8
21年3月期第3四半期 38,662 ― 272 ― 1,138 ― 311 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 17.99 17.96
21年3月期第3四半期 8.75 8.75

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 65,928 50,072 74.0 1,475.06
21年3月期 71,770 49,267 66.8 1,435.82

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  48,779百万円 21年3月期  47,954百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 7.50 ― 11.00 18.50
22年3月期 ― 7.50 ―
22年3月期 

（予想）
9.00 16.50

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 66,500 10.5 1,400 △31.3 2,600 △17.2 1,600 13.7 47.91
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる可能性がありま
す。なお、業績予想及び１株当たり配当金の予想につきましては、４ページの「連結業績予想に関する定性的情報」を参照してください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 34,000,309株 21年3月期  34,000,309株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  930,736株 21年3月期  601,429株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 33,257,112株 21年3月期第3四半期 35,661,704株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、依然として企業業績が厳しい状況であり、その

影響から民間設備投資や雇用情勢等は引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

建設業界におきましては、景気低迷で冷え込んだ民間の建設需要に改善の兆しが見えず、公共工事の

削減傾向も一段と強まってまいりました。 

このような状況のもと、当社グループの受注工事高につきましては、前第３四半期連結累計期間比１

百万円増の359億５百万円となりました。 

売上高につきましては、前第３四半期連結累計期間比2.3％増の395億51百万円となりました。 

この結果、繰越工事高は、前第３四半期連結累計期間比4.9％減の331億67百万円となりました。 

損益につきましては、採算を重視した選別受注及び原価低減による収支の改善等に取り組みました

が、営業損失は77百万円、経常利益は９億57百万円となりました。また、四半期純利益は、前第３四半

期連結累計期間比91.8％増の５億98百万円となりました。 

  
  

当第３四半期連結会計期間末における当社グループの総資産は、前連結会計年度末より58億41百万円

減少し、659億28百万円となりました。その内訳は、流動資産312億74百万円（前連結会計年度末比75億

36百万円減少）、固定資産346億54百万円（前連結会計年度末比16億94百万円増加）であります。 

流動資産減少の主な要因は、前連結会計年度末より現金及び預金が10億33百万円増加したものの、受

取手形・完成工事未収入金等が61億60百万円、未成工事支出金等が13億72百万円それぞれ減少したため

であります。 

固定資産増加の主な要因は、前連結会計年度末より投資その他の資産が17億49百万円増加したためで

あります。 

当第３四半期連結会計期間末における当社グループの負債総額は、前連結会計年度末より66億47百万

円減少し、158億56百万円となりました。 

負債減少の主な要因は、前連結会計年度末より支払手形・工事未払金等が55億19百万円、未払法人税

等が９億47百万円、賞与引当金が６億75百万円それぞれ減少したためであります。 

当第３四半期連結会計期間末における当社グループの純資産は、前連結会計年度末よりその他有価証

券評価差額金が10億83百万円増加したこと等により、500億72百万円となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

（負債）

（純資産）
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(1)営業活動によるキャッシュ・フロー 

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、17億34百万円（前第３四

半期連結累計期間比５億54百万円増加）となりました。これは主に、売上債権、たな卸資産の減少等が

仕入債務の減少等を上回ったことによるものです。 

(2)投資活動によるキャッシュ・フロー 

当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、６億63百万円（前第３四

半期連結累計期間比９億44百万円減少）となりました。これは主に、投資有価証券及び有価証券の償還

によるものです。 

(3)財務活動によるキャッシュ・フロー 

当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、△８億65百万円（前第３

四半期連結累計期間比７億64百万円増加）となりました。これは主に、自己株式の取得及び配当金の支

払いによるものです。 

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、124億91百万円

（前連結会計年度末比15億33百万円増加）となりました。 

  

業績予想につきましては、平成21年５月15日に公表したとおり変更はありません。 

また、１株当たり配当金の予想につきましては、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題と

して位置付け、長期にわたり安定的な経営基盤の確保に努めるとともに、業績に見合った成果の配分を

積極的に行うことを基本方針とし、当面、当社の内部留保等を勘案し、１株当たり15円の普通配当を下

限に、個別ベースでの配当性向を60％とすることを目標として算出しております。 

  
  

該当事項はありません。 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

     当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

     当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当第２四半期連結会計

期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③固定資産の減価償却の算定方法 

     定率法を採用している固定資産に関しては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

（キャッシュ・フローの状況）

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

日比谷総合設備㈱ (1982) 平成22年３月期 第３四半期決算短信
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④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

     法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定して

算出しております。また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において

使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

①会計処理基準に関する事項の変更 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、長期大型工事（請負金額１億円以上、工期12ヶ月

超、進捗率30％以上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用してお

りましたが、第１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成

19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19

年12月27日）が適用されたことに伴い、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から当第３四半期

連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事

の進捗度の見積りは原価比例法）を、その他工事については工事完成基準を適用しております。 

 なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約のうち、長期大型工事（請負金額１億円以上、工期

12ヶ月超、進捗率30％以上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を引き

続き適用しております。 

 これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間に係る売上高は25億76百万

円増加し、営業損失が３億52百万円減少し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が、それぞれ同額

増加しております。  

②追加情報 

持分法適用会社に係る負ののれん相当額については、３年間の定額法により償却を行っております。

  

  
  

  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

日比谷総合設備㈱ (1982) 平成22年３月期 第３四半期決算短信
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,491 11,458

受取手形・完成工事未収入金等 14,515 20,675

有価証券 1,051 1,601

未成工事支出金等 2,293 3,666

その他 952 1,461

貸倒引当金 △29 △51

流動資産合計 31,274 38,811

固定資産   

有形固定資産 651 711

無形固定資産 610 604

投資その他の資産   

投資有価証券 25,235 23,355

その他 8,291 8,529

貸倒引当金 △133 △241

投資その他の資産合計 33,392 31,643

固定資産合計 34,654 32,959

資産合計 65,928 71,770

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 11,630 17,149

短期借入金 780 780

未払法人税等 84 1,031

未成工事受入金 1,164 1,271

賞与引当金 457 1,132

完成工事補償引当金 37 34

工事損失引当金 91 72

その他 887 377

流動負債合計 15,132 21,851

固定負債   

退職給付引当金 463 471

役員退職慰労引当金 36 124

その他 223 55

固定負債合計 723 652

負債合計 15,856 22,503

日比谷総合設備㈱ (1982) 平成22年３月期 第３四半期決算短信
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,753 5,753

資本剰余金 5,931 5,931

利益剰余金 36,180 36,201

自己株式 △605 △368

株主資本合計 47,259 47,518

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,519 436

評価・換算差額等合計 1,519 436

新株予約権 40 －

少数株主持分 1,252 1,312

純資産合計 50,072 49,267

負債純資産合計 65,928 71,770

日比谷総合設備㈱ (1982) 平成22年３月期 第３四半期決算短信
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 38,662 39,551

売上原価 34,070 34,714

売上総利益 4,591 4,837

販売費及び一般管理費 4,319 4,914

営業利益又は営業損失（△） 272 △77

営業外収益   

受取利息 194 96

受取配当金 184 130

有価証券売却益 33 3

持分法による投資利益 228 652

その他 256 187

営業外収益合計 897 1,070

営業外費用   

支払利息 11 11

その他 19 23

営業外費用合計 30 34

経常利益 1,138 957

特別利益   

投資有価証券売却益 5 －

貸倒引当金戻入額 － 49

特別利益合計 5 49

特別損失   

投資有価証券評価損 645 222

ゴルフ会員権評価損 － 15

特別損失合計 645 238

税金等調整前四半期純利益 499 768

法人税、住民税及び事業税 113 61

法人税等調整額 71 183

法人税等合計 184 245

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2 △74

四半期純利益 311 598

日比谷総合設備㈱ (1982) 平成22年３月期 第３四半期決算短信
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 499 768

減価償却費 95 189

貸倒引当金の増減額（△は減少） 79 △129

退職給付引当金の増減額（△は減少） △114 △8

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2 △88

賞与引当金の増減額（△は減少） △197 △675

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 2 2

工事損失引当金の増減額（△は減少） △15 18

受取利息及び受取配当金 △379 △226

支払利息 11 11

有価証券売却損益（△は益） △33 △3

投資有価証券売却損益（△は益） △5 －

投資有価証券評価損益（△は益） 645 222

持分法による投資損益（△は益） △228 △652

ゴルフ会員権評価損 － 15

売上債権の増減額（△は増加） 9,192 6,160

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,066 1,372

仕入債務の増減額（△は減少） △6,171 △5,519

未成工事受入金の増減額（△は減少） 661 △107

未払又は未収消費税等の増減額 △178 474

その他 △366 634

小計 1,426 2,460

利息及び配当金の受取額 390 244

利息の支払額 △11 △11

法人税等の支払額 △625 △958

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,180 1,734

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △500

定期預金の払戻による収入 － 500

有価証券の売却による収入 116 17

有形固定資産の取得による支出 △30 △30

無形固定資産の取得による支出 △206 △103

有価証券の償還による収入 － 1,100

投資有価証券の取得による支出 △31 △1,219

投資有価証券の売却による収入 8 53

投資有価証券の償還による収入 500 800

保険積立金の積立による支出 △161 △174

保険積立金の払戻による収入 288 182

匿名組合出資金の払込による支出 △1,000 －

匿名組合出資金の払戻による収入 2,154 8

その他 △30 29

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,607 663
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △759 △234

自己株式の売却による収入 39 0

配当金の支払額 △902 △619

少数株主への配当金の支払額 △6 △6

その他 △1 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,629 △865

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,158 1,533

現金及び現金同等物の期首残高 12,331 10,958

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,489 12,491
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。                   

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 当社グループでは設備機器販売事業は受注生産を行っておりません。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。 

３  第１四半期連結会計期間から、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号）及び「工事 

契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号）を適用しております。 

４ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
  
  
  

  

6. 【その他の情報】

生産、受注及び販売の状況

(1) 受注高実績及び受注残高

区分

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

受注高 受注残高 受注高 受注残高

金額
(百万円)

構成比 
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比 
(％)

金額 
(百万円)

構成比
(％)

設備工事事業

空調工事 19,221 53.5 17,058 48.9 18,173 50.6 15,665 47.2

衛生工事 6,073 16.9 10,968 31.5 7,656 21.3 11,786 35.5

電気工事 9,207 25.7 6,833 19.6 8,872 24.8 5,715 17.3

小計 34,502 96.1 34,860 100.0 34,702 96.7 33,167 100.0

設備機器販売事業 ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の事業 1,400 3.9 ― ― 1,202 3.3 ― ―

合計 35,903 100.0 34,860 100.0 35,905 100.0 33,167 100.0

(2) 売上高実績

区分

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

設備工事事業

空調工事 17,273 44.7 18,510 46.8

衛生工事 7,619 19.7 7,305 18.5

電気工事 6,422 16.6 8,225 20.8

小計 31,315 81.0 34,041 86.1

設備機器販売事業 5,945 15.4 4,307 10.9

その他の事業 1,400 3.6 1,202 3.0

合計 38,662 100.0 39,551 100.0

日比谷総合設備㈱ (1982) 平成22年３月期 第３四半期決算短信

12


